
高圧ガス事業者の皆様へ ～適切な管理をお願いします～ 

 

高圧ガスの製造・貯蔵・販売・消費等、高圧ガスの取扱い形態に応じて、それぞれ必要となる手続きや守って

いただく事項があります。 

ここでは、高圧ガスを販売する事業者が、事業開始後に必要となる手続きや継続的に守っていただく内容の一

部を掲載しています。ご参照のうえ、適切な管理をお願いします。 

 

販売する者（販売事業者） 

No. 項 目 時 期 必要な対応 備考 

１ 事業の承継 ・事業の譲渡、相続、合併

又は分割となった場合。 

・承継者は承継の手続き

が必要となりますので、

承継者にその旨を伝えて

ください。（被承継者は手

続き不要です。） 

法第２０条の４の２ 

２ 購入者への周知 ・販売した以降、１年以上

経過して高圧ガスを引き

渡した場合。 

・販売する高圧ガスによ

る災害の発生防止に必要

な事項を購入者へお知ら

せ（周知）する必要があり

ます。 

【周知が必要なガス】 

・溶接用等のアセチレン、

天然ガス、酸素、液化石油

ガス 

・在宅酸素用の液化酸素 

・スクーバダイビング等

の呼吸用空気（このほか、

酸素容量が 21%以上のも

のも含む） 

・燃料用の液化石油ガス

【周知事項】 

・使用する高圧ガスに対

する適応性に関する基本

的な事項 

・設備の操作、管理及び点

検に関し注意すべき基本

的な事項 など 

 

★高圧ガスの種類に応じ

て、関係団体が「周知文

書」を頒布しています。 

法第２０条の５ 

法：高圧ガス保安法 



No. 項 目 時 期 必要な対応 備考 

３ 販売するガスの変更 ・販売する高圧ガスの種類

を変更した場合。 

・変更の旨の手続きが必

要となる場合があります

ので、事前に窓口あて連

絡ください。 

法第２０条の７ 

４ 事業の廃止 ・販売事業を廃止した場

合。 

・廃止の手続きが必要と

なります。 

法第２１条 

５ 保安教育 ・随時 ・従業員に対し、取り扱う

高圧ガスに応じた保安教

育を実施し、その記録を

保存してください。 

【参考図書】 

保安教育計画の指針（高

圧ガス保安協会） 

法第２７条 

６ 販売主任者の 

選任／解任 

・販売主任者が選任／解任

された場合。 

・選任／解任された場合

は、その旨の手続きが必

要となります。 

法第２８条 

７ 火気等の制限 ・常時 ・事業者が指定する場所

で火気を取り扱うことは

できません。 

・事業者の承諾を得ない

で発火しやすいものを携

帯して火気制限場所に立

ち入ることはできませ

ん。 

★事業者が主体となって

管理する必要がありま

す。 

法第３７条 

８ 帳簿の管理 ・随時 ・帳簿を備え、必要な事項

を記載のうえ保存する必

要があります。 

【記載すべき内容】 

①授受した高圧ガス容器

の記号、番号、高圧ガスの

種類、圧力（液化ガスの場

合は質量）、充塡年月日 

②周知した相手の氏名、

名称、住所、周知した者の

氏名、周知の年月日 

【保存期間】 

２年間 

法第６０条 



No. 項 目 時 期 必要な対応 備考 

９ 事故発生の届出 ・高圧ガスに係る災害が発

生した場合。 

・高圧ガス／容器を喪失又

は盗まれた場合。 

・速やかに事故発生の届

出が必要となります。 

法第６３条 

10 代表者等の変更 ・代表者、本社所在地等の

変更があった場合。 

・変更後、遅滞なく届出が

必要となります。 

千葉市高圧ガス保安法

施行細則第１９条 

 

高圧ガスに関する窓口 

 

 

 

 

 

 

 

 

FIRE BUREAU CHIBA 

 
【所在地・連絡先】              

 

〒２６０－０８５４ 

千葉市中央区長洲１－２－１ 

セーフティちば４階 

 

 千葉市消防局予防部指導課保安係  

電話：０４３－２０２－１６７２ 

FAX：０４３－２０２－１６７９ 

E-mail：shidoho@city.chiba.lg.jp 

販 売 

手数料なし 

お越しの際は事前にご連絡ください。 

【手続き方法】 

【電子申請】 

mailto:shidoho@city.chiba.lg.jp

